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 第１回 平成 24 年４月９日（月）・今年度の福井県教育委員会と福井大学との連携について    
 第２回 平成 25 年２月 26 日（火）・県が実施するミドルステップアップ研修等の単位化について 
②連携協議実務者委員会  
 第１回 平成 24 年 ４月 ５日（木）・担当者顔合わせ、今年度の活動計画 
??????? ?????? ?????? （?????）
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 第２回 平成 24 年 ４月 16 日（月）・福井県教育研究所が取り組む教員研修の方向性について 
第３回 平成 24 年 ５月 22 日（火）・福井県教育研究所と他の教員研修機関（福井県特別支援教
育センター・福井県嶺南教育事務所）との連携や教育研修機関における教育研
究について 
         （福井県特別支援教育センターから野村陽子指導主事と福井県嶺南教育事務所
から赤城美紀主任が出席。両人とも福井大学教職大学院の院生） 
第４回 平成 24 年 ６月 15 日（金）・福井県教育研究所における研究発表会の持ち方について（三
重県教育委員会飛岡美穂主任→現在福井県教育委員会に派遣中が参加） 
第５回 平成 24 年 ７月 20 日（金）・福井県教育研究所における教育研究と研修改善の実施状況
と今後の課題について（布村文部科学省初等中等局長、審議官、課長補佐の３
名が参加） 
第６回 平成 24 年 ８月 29 日（水）・平成２４年度福井県教育研究所研究発表会の具体的な改善
策について 
 第７回 平成 24 年 ９月 26 日（水）・悉皆研修クロスセッションにむけての所員のファシリテー
ション技能向上方策について 
 第８回 平成 24 年 10 月 22 日（月）・福井県教育委員会が取り組む研修及び研究の発信について 
 第９回 平成 24 年 11 月 21 日（水）福井県教育研究所の移転を視野に入れた今後の研修や研究の
在り方について 
 第 10 回 平成 24 年 12 月 19 日（水）・今年度福井県教育研究所が取り組んで来た研修や教育研究
の中間総括と現状と課題から将来の展望を探る 
 
 第 11 回 平成 25 年 １月 23 日（水）・教育研究実践記録をもとにした所員の研究成果の共有化と
今後の取組について 
 第 12 回 平成 25 年 ２月 15 日（水）・教育研究所研究発表会の総括と来年度の課題について 
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 ②連携協議実務者委員会(通称) 
 福井大学 
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④講師：福井大学教職大学院 教授 柳澤昌一、准教授 川上純朗、特命助教 杉山晋平 
⑤内容：２月に計画している悉皆研修クロスセッションのねらいと具体的な状況設定を提示して 
     所員が務める各グループでのアドバーザーの役割を確認するとともに、実際に所員でグ
ループをつくって実践演習をおこなう所内研修を行った。その際、夏季休業中に行った
初任者研修で調査した初任者教育相談レポートをもとに初任者が抱えている悩みを共有




10 年経験者研修受講者 １３６名  計 ３９５名 
②期間：●第１グループ 平成 25 年２月７日（木）１３：００～１６：３０  
③人数：初任者：４７名、５年経験者：３３名、10 年経験者：５３名 計１３３名 
    ４～５名（アドバイザーを含む）小グループ ３２テーブル 
④講師：（アドバイザー）   大学６名（福井大学教職大学院：川上純朗准教授・木村優准教授 
               巨田尚彦特命教授・渡邉本爾非常勤講師・杉山晋平特命助教 
               隼瀬悠里特命助教） 
教育研究所員   ２１名、 
嶺南教育事務所所員 ４名 
               高校教育課指導主事 １名 
    （総括）       福井大学教職大学院 柳澤昌一教授 
    ●第２グループ 平成 25 年２月 21 日（木）１３：００～１６：３０ 
    初任者：６０名、５年経験者：３３名、10 年経験者：４１名 計１３４名 
４～５名（アドバイザーを含む）小グループ ３３テーブル 
    （アドバイザー）   大学３名（福井大学教育地域学部：遠藤貴広准教授・濱口由美准
教授・福井大学教職大学院：山下忠五郎客員教授） 
               教育研究所所員    ２４名 
嶺南教育事務所所員 ２名 
               特別支援教育センター所員 ３名 
               高校教育課指導主事 １名 
    ●第３グループ 平成 25 年２月 28 日（木）１３：００～１６：３０ 
    初任者：５７名、５年経験者：２９名、10 年経験者：４２名 計１２８名  
 ４～５名（アドバイザーを含む）小グループ ３０テーブル 
（アドバイザー）   大学２名（福井大学教職大学院：森透教授・滋賀県立大学：篠原        
                        岳司准教授（前福井大学教職大学院特命助教）） 




（総括）       福井大学教職大学院 柳澤昌一教授 
3)各研修項目の配置の考え方 
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時  間 項   目 内 容 ・ 実 施 形 態 
13:15～13:40 クロスセッションの意義 講義：研究所所員 
13:40～14:40 初任者実践研究レポートを
報告する。 




















※時間はめど。初任者が２名の場合の例。初任者が１名で 10 年経験者が２名のグループもある。 
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        ・相手が理解できるように話を再構成する（独り善がりにならない） 
        ・一番伝えたいポイントは何かを意識する（ただ羅列するだけではダメ） 
 ②聞き手…共感的に主張を理解する 
        ・発表者が何を伝えたいのか推理する（発表内容を頭の中で再構成） 
        ・自分自身の経験に照らし合わせてみる（自分はあのとき○○だったな
あ・・・） 
 ③みんな…コーディネートする意識をもつ 
        ・問いを繋げる 










        ・実践を振り返り、改善策を考えてさらなる実践につなげる 
 ②傾聴・コーチングスキル向上 
        ・生徒の思いを全力で受けとめる場面と同じ 
        ・コーディネートする能力を高める 
 ③視野を広げ、固定観念の打破 
        ・他校種、世代の立場からの考えを知る 
 ④様々なケースへの対応策が検討できる 
        ・一人で抱え込まず、話し合ってチームで対応する能力を高める 
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 ○会場は３つ（大講義室・大研修室・第 1 研修室） 
 ○最初に、「クロスセッションの意義」説明・・・教職研修課の担
当者が行います。（約20分） 
 ○小グループでの討議は、計 160 分 
   ４名の場合 初任者→30 分、５経年→60 分、10 経年→30 分（残 10 分） 
   ５名の場合 初任者→25 分、５経年→50 分、10 経年→25 分（残 10 分） 
    ※どのグループも５経年者は 1 名です。 
    ※この時間は、発表時間でなく発表+討議の時間です。 
 ○終了時間は全グループそろえて下さい。 




     ・原因①資料を読むだけの発表者→「“再構成”“伝えたいポイント”を意
識して」とアドバイス 
     ・原因②共感的に理解しようとしない聞き手→「生徒の思いを受けとめる
ことは不要かな？」 
     ・様々なタイミングで、参加者が意識するポイントをおさらいしましょう。 
 ｂ）もう４時です。でも、まだ１人目がしゃべり続けてます(^_^;) 
     ・各自の持ち時間を最初に明確に示してください。（進行の 10 経年者に説
明させる。） 
     ・どうしても、しゃべり続ける方がいた場合には、「途中で遮る場合があっ
ても仕方がない」との 
     共通理解を最初にしておきましょう。 
 ｃ）アナコンダ登場 
     ・全て一人の持論で振り回す参加者が出ると雰囲気が台無しに・・・・ 
     ・事あるごとに、参加者が意識するポイントをおさらいしましょう。 




     ・類似パターン「あとでまとめて説明します！」 
     ・全力で思いを受けとめていれば、何か言葉は生まれます。ただし、熱く
なりすぎないで下さい。 
 ｆ）否定・否定・否定！ 
     ・「君の考えは間違っている」「僕は納得できない」ではなく、なぜその実
践をしたのか、 
      他の考え方はないのかを話し合っていく過程を大切にしましょう。 
     ・相手を叩きのめす場ではなく、実践を振り返る場とのイメージで。 
 ｇ）「所用があるので席はずします！」 
     ・どうしても、席を離れる必要があるときには、メンバー全員で休憩を取
るようにしましょう。 











a.受講者の評価                    （教育研究所のアンケートによる） 
 満  足 やや満足 やや不満 不  満 
 実数 ％ 実数 実数 次数 ％ 実数 ％ 
初任者 110 67 51 31 3 2 0 0 
５年経験者 54 57 41 43 0 0 0 0 
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① 参加しての感想、② 改善点、③更に進化・発展させるための提言、④ その他（自由記述）とし
??????? ?????? ?????? （?????）
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成 24 年８月 28 日に出した「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について
（答申）」に沿った取組であるから、教育行政は、その基本線をしっかり踏襲して進めて貰いたい。 
??????　Vol.6
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(2)ミドルステップアップ研修プログラムの共同開発 
1)研修の背景とねらい 
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2)対象・期間・人数・日程・講師 
平成２４年度 ミドルステップアップ研修 
                                 福井県教育研究所 























郎     
授業研究改善の先進事例 
講師：名田庄中学校教諭（福井大学教
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実施日：平成 24 年 12 月 25 日（火）13:00～16:30 
    （福井大学教職大学院は冬季集中講座１日目（9:30～16:30） 
日程：13:00～13:05 オリエンテーション 
   13:05～14:25 学校改善の事例報告（学校経         
営分野） 一人 20 分 
          授業研究実践事例報告（学習
指導分野）一人 20 分 
   14:35～16:20 学校経営分野と学習指導分野
それに福井大学教職大学院Ｍ
１を交えてのクロスセッショ
ン 一人 30 分 
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 教職員研修講座に関するアンケート         福井県教育研究所  
１ この研修講座を何で知ったかについて、該当するものにレ 印を記入してください。（複数回答可） 
□ 教職員研修講座冊子  □ 研修講座ポスター    □ 教育研究所ホームページ    
□ ＰＲパンフレット □ メールマガジン   □ 同僚や上司などの紹介  □ その他 
２ 本日の研修について、以下の各項目に該当する番号を右欄に記入し、その理由等をお書きくださ
い。 
① 満足                  ② どちらかというと満足   




   
３ 本日の研修内容の理解度について、該当するものを１つ選び、番号を右欄に記入してください。 
① ほぼ理解できた  ② 2/3 程度は理解  ③ 1/3 程度は理解 ④ ほとんど理解できなかった 
４ 本日の研修の総合的な満足度を１つ選び、番号で記入してください。   
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 期間：平成 24年６月 27日（水） 
 内容：傾聴の技術と実践（講義・演習） 




 期間：平成 24年８月 30日（木） 
 内容：更新講習での実習の振り返り（グループ協議） 
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